
●図中の番号はねじの種類を表わします。同梱のねじ台紙の番号を確認の上、指
定個所に合わせて使用してください。

※出窓本体及び屋根の取付けは、出窓本体に同梱のねじセットを使用してください。
●躯体と出窓の取合わせ部は、必ずコーキング材で処理してください。
●別売りで地袋用底板を用意しておりますのでご利用ください。

■姿図

■組立て手順 ※JH型で表示しています。

■施工上のお願い

●本製品は、出窓本体、出窓屋根、テーブル板と組み合わせて一つの商品となります。それぞれの部品を
確認してください。なお、テーブル板は地袋用が必要です。

●室内建具は、別途手配となります。現場納まりによって建具寸法が変わりますので、現場採寸の上、用意
してください。
●出窓本体に同梱の補強ブラケットセットは、地袋を取り付ける場合、不要となります。

■施工前の確認事項
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取付け説明書

A開口部の作成

A開口部の作成

S地袋の取付け

S地袋の取付け

　地袋調整材を使う場合　　　地袋h=356
　地袋調整材を使わない場合　地袋h＝386
●柱芯々寸法W＝出窓基本寸法W＋98mm
※開口寸法が正確に出ていない場合、出窓本体の取付けに支障が

出ることがあります。
※本製品の取付けは、柱及び敷居に切欠き・掘込み加工が必要と

なります。
　柱の加工詳細は出窓本体に同梱の取付け説明書をご覧ください。

D出窓本体の取付け

●詳細は出窓本体に同梱の取付け説明書をご覧ください。
取付けの際、出窓本体下枠部の取付け穴と地袋のアタッチメ
ントの穴が必ず合っているか確認してください。（図-6）

F屋根の差込みと躯体への固定

F屋根の差込みと躯体への固定
●屋根を出窓本体の上枠フィンに差し込み、

釘・ねじで固定します。
（図-9・10）

②地袋の水平・垂直を確認し、ねじで固定します。
※固定するさい、地袋端末上部のスリット間の寸法を確認

してください。
　スリット間の寸法は、柱芯々寸法（W）と同じになります。

（図-2）

■参考納まり図

※本説明書及びJH・JHA
型の出窓本体に同梱の取
付け説明書をご覧くださ
い。

※柱とまぐさ・間柱を面一
にしてください。

①地袋を開口部に合わせます。
※地袋と躯体の左右のチリは、均等に振り分けてください。
※地袋の取付け位置（上・下）は、必ず指定寸法に合わせてください。（図-1）

③同梱の内装材（積層合板t＝5.5mm）を地袋の底面形
状に合わせ、カットし、ねじで固定します。

（図-3・4・5）
※内装材に、取付け用の下穴をあけてください。地袋調

整材を外して取り付ける場合は、地袋底面の凸部に合
わせて穴あけをしてください。

■取付け詳細図
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地袋 調整材

敷居

※切り欠きの
　下面にあわせる

G障子の建込み及び、室内建具（別途）の建込み

●この説明書は、必ず施工される方にお渡しください。※　　内は、ロットNo.表示位置を示します。

D出窓本体の取付け

柱芯々寸法W
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（図-9）

①アタッチメント下方よりねじで出窓本体を固定します。
②出窓本体とアタッチメントの間をコーキング材でシー

リング処理します。（図-6・7）
③同梱の束をカットし、テーブルと底部内装材にL型ア

ングルとねじで固定します。（図-8）
　取付け位置は、建具召合わせ部に合わせてください。

仮木

地袋
※下図のように仮木をつけると、位置

出しが容易になります。

（       　　　　  ）

位置出し
スリット


